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“My friend who was traveling to Los Ange-

les with me from Japan has been missing 

for the last two days. I can’t reach him by 

phone and he hasn’t checked my text mes-

sages. Since he doesn’t speak English and 

this is his first time traveling to the U.S., I’m 
very worried. Please help me. I don’t know 

what to do.” 

    - Kenji Saito

In August 2018, Japanese tourist Kenji 

Saito* visited Little Tokyo Service Center 

asking for help. He looked panicked and 

confused. Kenji and fellow tourist, Takashi 

Matsuda*, had been separated near LA 

Live at around 9 p.m. Kenji went back to an 

Airbnb in West Los Angeles where he and 

Takashi were staying, hoping to find his 
friend. However, Takashi did not return. For 

the next two days, Kenji sent text messages 

to Takashi, but to no avail. 

     An LTSC social worker helped Kenji 

fill out a missing persons report by writing 
down Takashi’s description and the circum-

stances around his disappearance in En-

glish. The social worker then drew a map to 

the closest local police station. Since Kenji 

did not speak English well and would return 

to Japan in a few days, the social worker 

reported the incident to the Consulate-Gen-

eral of Japan in Los Angeles.

「日本から一緒に旅行に来た友人が、2日前から行
方不明なんです。電話もつながらないし、テキストを
送っても既読にならないんです。彼は英語ができない
し、今回が初めてのアメリカ旅行なのでとても心配で
す。どうしたらいいですか。助けてください」	
	 	 	 	 	
	 	 	 	 -斉藤健二さん

昨年8月、日本からの旅行者、斉藤健二さん（仮
名）がとても心配した様子でLTSCを訪ねて来

ました。2日前の夜9時に、ダウンタウンのLAライブ
前で友人の松田孝さん（仮名）とはぐれてしまったと
いいます。松田さんが先にウエスト・ロサンゼルスに
あるAirbnbに戻っているかもしれないと滞在先に戻
ってみたところ、松田さんはおらず、彼の所持品がそ
のまま部屋に残されていました。以来2日間、斉藤さ
んは毎日テキストメッセージを送り続けましたが、そ
れらが既読になることはなく、松田さんからの連絡は
一切ありませんでした。
　オフィスで対応したLTSCのソーシャルワーカー
は、行方不明者届を出す必要性を伝えました。斉藤
さんも英語が得意ではなかったため、ソーシャルワー
カーは警察に伝えるべき内容や手順を分かりやすく
伝え、松田さんの容姿や行方不明になった際の状況
などをすべて英語で書き出し、近くの警察署までの
地図を描いて斉藤さんに持たせました。斉藤さんは
数日後に帰国を予定していたので、ソーシャルワーカ
ーは在ロサンゼルス日本国総領事館にも連絡し、協

Japanese Tourist’s LA Visit Takes Unexpected Turn: 
       LTSC Reaffirms the Importance of Multilingual Services

日本旅行者の素朴な行動が思わぬ展開に：
	 言葉の壁の問題、多言語支援の重要性を再認識
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     For the next several weeks, LTSC heard nothing 

more on the matter. However, in September, a Japa-

nese man walked into LTSC’s office, introducing himself 
as Takashi Matsuda. The social worker who helped 

Kenji remembered Takashi’s name. Apologizing for the 

concern he had created, Takashi said he was okay. 

     Takashi recounted his experiences over the past 

several weeks, which stunned LTSC’s staff. Confusion 

and Takashi’s inability to speak English had landed him 

in jail, accused of attempted robbery. 

     According to Takashi, on the night he was sepa-

rated from Kenji near LA 

Live, he became lost and 

wandered into a dark alley. 

Takashi grew scared and 

ran. He believed his cell 

phone and passport fell out 

of his pocket while he was 

running. Later, he asked a 

woman on the street if he 

could borrow her cell phone 

to call for help. However, 

since Takashi did not speak 

English, he tried to commu-

nicate with gestures. The 

woman thought Takashi 

was trying to rob her and called the 

police. 

     When police arrived, Takashi was 

handcuffed and held in jail for about 

a month for attempted robbery. After 

a couple weeks, Takashi’s cell-mates 

noticed he only spoke Japanese and 

reported this to an officer. Takashi was 
eventually able to speak with another 

officer who understood Japanese, and 
allowed to call his family in Japan. In 

the meantime, the Consulate-General 

of Japan in Los Angeles was contacted and reached 

out to Takashi. 

     Consul staff went to Takashi’s court hearing and 

provided necessary support. Takashi was released from 

jail in September, almost a full month after he was first 
detained. With the Consulate-General office’s support, 
Takashi was able to return to Japan safely and to re-

unite with his family. 

     LTSC often helps monolingual people with language 

support. This is one of the extreme cases, but it made 

it clear how important it is to fill service gaps and be 
advocates for those who are not fluent in English. LTSC 
will continue to support those who need help with social 

services.  

*The names have been changed to protect their privacy.

力を仰ぎました。
　何の音沙汰もない日が続いた9月、突然、松田孝さんを名乗
る日本人男性がLTSCを訪れてきました。斉藤さんの対応をし
たソーシャルワーカーが松田さんの名前を覚えており、この約
１カ月間どうしていたのか尋ねると、松田さんはまず、「自分が
無事に生きていること」、そして「多くの方に多大なる迷惑をか
け申し訳なく思っていること」を伝えに来たと話しました。
　その後、彼がこの１カ月間どのような状況にあったのかを聞
いたLTSCのスタッフは、大きな衝撃を受けました。なんと、強盗
未遂の疑いで刑務所に入っていたと言うのです。

　松田さんの話では、LAライブ前
で斉藤さんとはぐれてしまった夜、
道に迷い、多くのホームレスが寝泊
まりする暗い裏道に迷い込んでしま
いました。怖くなった松田さんはそ
の場から走って逃げたのですが、そ
の際にポケットにあった携帯電話と
パスポートを落としてしまったと言
います。その後、通りすがりの女性に
携帯電話を借りようと話しかけます
が、英語ができないため、ジェスチャ
ーと知っている単語でコミュニケー
ションを図ろうとしたところ、女性は
松田さんが強盗だと勘違いし、警察

を呼んでしまいました。
　松田さんは手錠をはめられ、刑務所に約１
カ月間投獄されることになったと言います。刑
務所に入って２週間ほどが過ぎた頃、同房の
男性が係員に松田さんが日本語しか話せない
と伝えてくれ、松田さんは日本語を話す係員
を通じ、無事に家族に電話をすることができ
ました。同時に、刑務所からロサンゼルスの総
領事館にも連絡がいき、総領事館は松田さん
と連絡を取ることができるようになりました。

　総領事館職員が松田さんの法廷審問に付き添い、必要な支
援を提供。審問で松田さんの疑惑が晴れ、松田さんは9月に刑
務所から解放されました。最初に拘束されてから約１カ月後の
ことです。その後、総領事館のサポートを得て、松田さんは無事
に日本へ帰国し、家族との再会を果たしました。
　LTSCでは、英語を得意としない人の支援をできる範囲内で
提供してきました。このケースは言葉の壁の問題がもたらした
極端な例ですが、言葉の壁により受けられるべきサービスが受
けられない、また与えられるべき権利が与えられないといった
サービスの溝を埋める活動がいかに大切かということを再確
認させられるケースであったと考えています。LTSCでは、今後
も社会福祉サービスを必要としている方々の支援に尽力してい
く次第です。
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April is National Child Abuse Prevention Month. 

Since 1983, this is an annual observance in the 

U.S. to raise awareness and learn about child abuse 

and how to prevent it. About a century and a half ago, 

animal rights were more respected and recognized than 

children’s rights in the U.S., and there were no laws to 

protect children at that time. Years later, the first Child 
Protective Service in the world was established in New 

York, and new laws that punish abusive parents were 

instituted. Today, the State of California is one of the 

strictest States in enforcing child protection laws, but it 

is believed that there are still hidden cases that need 

serious attention. 

     What defines child abuse? According to the Federal 
Child Abuse Prevention and Treatment Act, the defini-
tion of child abuse is “any recent act or failure to act on 

the part of a parent or caregiver which results in death, 

serious physical or emotional harm, sexual abuse or 

exploitation; or an act or failure to act which presents an 

imminent risk of serious harm.” Generally, child protec-

tion laws refer to abuse caused by parents or caregiv-

ers, and do not include harm caused by other people.  

     One of the leading causes of child abuse is lack of 

parenting skills and family stress. For instance, some 

parents set unrealistic expectations for their child, and 

when the child fails to meet expectations, it may lead to 

physical and verbal abuse towards the child.  

     A recent trend – improving parents’ coping skills with 

family stress – is now seen as 

one of the main factors to prevent 

child abuse at home. Research 

shows that seeing a therapist, 

joining a parenting support group 

or taking parenting classes can 

help these parents to learn differ-

ent parenting skills, regulate their 

emotions and reduce the risk of 

abusive behavior.  

     It is also every adult’s respon-

sibility to keep children safe in the 

community. If you see or believe 

that a child may be harmed, please call the 24-hour Los 

Angeles County Child Abuse Hotline (1-800-540-4000) 

and reach out for help.

April is National Child Abuse Prevention Month

４月は児童虐
待予防月間で

す。1983年に制定
されて以来、幼児虐
待について認識を高
め、同問題について
学び、どのようにして
防げるかを話し合う月間となっています。一世紀半前のアメリカで
は、実は子供の権利よりも動物の権利の方が尊重されており、当
時、子供を保護する法律は存在しませんでした。その後年月を経
て、世界で初めて児童保護サービスがニューヨークで制定され、子
供を虐待する親を罰する新しい法律が生まれました。今日、カリフ
ォルニア州は児童保護にもっとも厳しい州のひとつですが、まだま
だ隠れた深刻な虐待ケースもあります。	
　では、児童虐待の定義は何でしょうか？　連邦政府による児童
虐待防止にまつわる取り扱い条項によると、その定義を「親または
ケアギバー（世話人）が、死に至らしめる、深刻な身体的または精
神的な危害を加える、性的虐待や搾、また差し迫った危険が起こっ
た、または起こりそうなことに関わること」としています。一般的に、
児童保護法は親や世話人によって生じたものと言及されており、他
の人による危害は含まれておりません。	
　児童虐待を引き起こす原因の一つには、子育てのスキル欠如と
家庭のストレスがあります。例えば、ある親は自分の子供に対して
非現実的な期待を持ち、子供がその期待に見合わず失敗した際、
そのストレスや落胆などが子供に対する身体的、また言葉による虐

待につながることがあります。	
　最近の傾向としては、家庭内のストレスにう
まく対処できるスキルを持つことが、虐待を予
防できる大きな要素の一つと見られています。
とある調査結果によると、カウンセリングを受
けること、子育てサポートグループや子育て教
室に参加することが、さまざまな子育てのスキ
ルや感情の調整を学ぶ機会となり、虐待行動
の減少の助けとなっています。	
　コミュニティー内で子供を安全に守るとい
うのは、各大人の責任でもあります。もし、子
供が危害を加えられそうな場面に遭遇した

り、その場を目撃した場合は、早急に24時間ホットラインに連絡し
てください。ロサンゼルス郡児童虐待ホットラインは、1-800-540-
4000です。

４月は児童虐待予防月間です

Children & Family
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4月は、ボランティアの方々に感謝の気持を伝える「全米ボランティア認識月間」です。リトル東京サービスセンターの社会福
祉部には現在、74人のボランティアの方々が登録しており、様々な
分野で活躍しています。このような献身的にボランティアされる方
々の協力なくして、LTSCは皆さまに社会福祉サービスを提供する
ことはできません。
　今回は、LTSCのボランティアグループの一つである、日系ヘルプ
ラインについてご紹介します。日系ヘルプラインは、サンタモニカの
海で起きた日本人母子心中事件（乳幼児2人死亡、母親は命を取
り留めた）をきっかけに1986年、LTSCの社会福祉部内に開設さ
れました。環境や文化の異なるアメリカで、日本人や日系人が孤立
することのないように、二度とこのようなことが起きないようにとの
強い願いに応えたもので、当時はボランティが24時間体制で対応
していました。現在も、日本語による電話相談を平日午前10時か
ら午後5時まで行っており、日系社会に地道なサービスを提供して
います。
　日系ヘルプラインのリスナーとしてボランティアをされているお
二人に、なぜボランティアに参加しているのか、その理由に焦点を
当てお話を伺いました。

ボランティアさんの声
　私がボランティアをしている理由は、先ずLTSCは日系のEstab-
lishmentであること、つまり母国語を使って苦労なくCallerの持つ
問題解決に役立てるということです。これはアメリカに何十年住ん
でいても、英語教育があっても、日本生まれの日系人・日本人は発
音に苦労しています。その意味で、「日本語で仕事をする」「日本語
を使ってCallerの為になる」ということはとても有意義です。LTSC	
はその貴重な場を提供してくれています。
　第二の理由は、大概の役所、病院、その他の施設は日本語通訳
を置いていません。このためにお困りの、特にシニアの方々、ビビナ
ビやネットの使えない方々は日常生活の中で問題解決にとても苦
労をしておられます。その他、育児問題、結婚問題、隣人関係など込
み入った問題があると、それを懇ろに聞き、早速問題解決のための
Referralなりが必要となります。往々にしてLTSCはそのような諸
問題の受け皿となり得ます。我々ボランティアは、ロサンゼルスの日
系コミュニティー内の中心的ソーシャルサービスであるLTSCで、
自分のため、そして人のために日本語を駆使して働くことは勉強に
もなり、意義があることと思います。　

ボランティアさんの声
リスナーのボランティアを始めて2年半が経ちました。電話によ

April is National Volunteer Month
4月は全米ボランティア認識月間です

Volunteering

April is National Volunteer Awareness Month.  We 

currently have 74 volunteers helping us in various 

programs throughout the Social Service Department.  

Without the cooperation of our devoted volunteers, we 

would not be able to provide the level of service that we 

do.

     Today, we would like to introduce the Nikkei Helpline 

(NHL) volunteer group. Nikkei Helpline was established 

in 1986 because of an incident with a Japanese mother 

waded into the ocean at Santa Monica beach with her 

two children.  Her two children drowned, but the mother 

survived. If there was a Japanese speaking helpline 

that offered assistance, this kind of incident could have 

been avoided. Volunteers responded by establishing a 

24-hour hotline. Currently, phone services in Japanese 

are provided weekdays from 10 a.m. to 5 p.m.

     We have asked two NHL volunteers who serve as 

listeners to the callers to share their passion and ex-

periences of why they choose to volunteer with NHL. 

Because of the sensitive matter of their work, we are not 

able to share their identities.

Volunteer One

     The reason why I am a volunteer at Nikkei Helpline 

is that LTSC is a Nikkei organization and we are able to 

help callers by simply listening and communicating in 

our native tongue. Regardless of how many years it has 

been since we left Japan or even with an American  

education, Japanese speakers can have a challenging 

time pronouncing words or communicating in English. 

Being able to help those who have challenges commu-

nicating in the U.S. is very rewarding and LTSC offers a 

space for this kind of service. 

     It is common that most public offices, including but 



u5

る相談内容は色々なものがあります。人間関係の悩み、法律の絡ん
だトラブル、子育ての悩みや離婚に関してなど。リスナーはそれぞ
れの相談内容に応じて、最適な機関を照会しご案内します。	相談
者が求めている次なるステップを示し、満足していただけた時は嬉
しいです。一方で、受ける電話の中には、「誰かと話したい」「とにか
く話を聞いてもらいたい」という方も多いのです。	
　トレーニングの時、リスナーが一番に心がけ	ることは「傾聴」で
あると、くり返し教えられました。「傾聴」とは、耳で聞くだけでなく、
目や心などすべての感覚を集中させ、尊敬の念を持って相手の話
をうかがうことで、実は、簡単そうで意外に難しいのです。はじめの
頃は、相手の話の途中でついさえぎりそうになったり、「私ならこう
します」と言いそうになることがありました。相手の話をきちんと聞
かないうえ、相手の立場に立って考えていない自分に気づき、その
方が置かれた状況を想像しつつ聴く、共感を持って聴くことこそ「
傾聴」だと学びました。しっかりとお話を伺うと話し手の心が落ち
着き、どうしたら良いかということを自分で整理して前に進めること
ができるのだと思います。
余談ですが、「傾聴」は、リスナーの仕事の外でも役立ちます。人

間関係の潤滑油のよう、とでも言いましょうか。	「話す」より「聴く」
ことの大切さに頷けるようになりました。リスナーとしてのボランテ
ィアは、誰かの役に立て、自分自身も成長でき、また、リスナーの仲
間との交流も楽しいです。このような機会に恵まれたことにとても
感謝しています。

　LTSCでは随時、ボランティアを募集しています。皆様のスキル
を活かせるさまざまなポジションがありますので、ご興味のある方
は、213-473-3035、ボランティアコーディネーターのイクコまで
ご連絡ください。

not limited to hospitals, social programs, etc. don’t have 

Japanese interpreters readily available. Because of this, 

Japanese natives often face challenges in communicat-

ing, especially seniors who are not able to use the inter-

net. Regardless of the issue a caller may inquire about, 

we always make it a priority to listen attentively and 

refer them to other services that can help them in an 

efficient manner. Some of the calls may include marital 
problems, parenting challenges, neighborhood issues 

just to name a few. Being able to work alongside LTSC’s 

social services staff has been invaluable in keeping our 

knowledge and resources up to date. 

Volunteer Two

     I have been volunteering for over two years with NHL 

as a listener. The contents of the phone calls we receive 

vary from day to day, but some may include human 

relationship issues, legal trouble, parenting, marital 

problems, etc. Our job as the listener is to gather all the 

information and make an appropriate referral based on 

our assessment. We are also happy to serve as active 

listeners for the callers who just need someone to talk 

to.

     When I was in a training, I was told repeatedly that 

most important thing as a listener is keichou (傾聴: to 

hear with not only our ears, but with our other sense as 

well with an open heart and mind). As a matter of fact, 

this keichou sounds easy but it is unexpectedly difficult. 
Keichou is how we should listen based on each caller’s 

individual situation and listen with empathy. When we 

listen to their story sincerely, it allows the caller to relax 

and they are able to sort through their next steps on 

their own. When I first started volunteering, I almost in-

terrupted the caller in the middle of their story and said, 

“if I were you, I would do this.”  

     I quickly realized I did not truly listen to their story 

Keichou is also helpful in other aspects of life, especial-

ly in various relationships. I began to acknowledge the 

importance of listening rather than talking. To serve as a 

volunteer listener, we are always happy to listen to one 

another and enjoy the camaraderie with other volun-

teers at NHL.

     If you are interested in volunteering at Little Tokyo 

Service Center, please contact our volunteer coordina-

tor, Ikuko at 213-473-3035. Nikkei Helpline (NHL)  
日系ヘルプライン

 1-800-645-5341
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アメリカで6月27日は、「心的外傷後ストレス障害（PTSD）啓
発デー」として定められています。PTSDに関する正しい知識

を持ち、精神疾患で苦しむ方をさまざまな形でサポートしようと呼
びかける日に値します。今日は、リトル東京サービスセンターのカウ
ンセラーに、PTSDという病気について分かりやすく説明してもら
います。	
　皆さん、PTSDという言葉を聞いたことがありますか。日本語で
は「心的外傷後ストレス障害」といい、Post-Traumatic	Stress	
Disorderの頭文字を取ったものです。命の安全が脅かされるよう
な出来事を体験、もしくは目撃することで強い精神的衝撃を受ける
ことが原因です。性的・身体的な虐待、家族や恋人の予期せぬ死、
事故、戦争、天災などにより強い恐怖感、無力感や嫌悪感を抱き、
毎日の生活や対人関係に支障をもたらすようになると、PTSDと診
断されます。症状が1か月を経ていないものは「急性ストレス障害	
(Acute	Stress	Disorder)」と呼ばれ、PTSDと区別されます。	
	
　PTSDの症状は一般的に４つに分けられます。	

　追体験：トラウマ記憶がしつこくよみがえります。これは、フラッシ	
　ュバック、幻覚、悪夢として現れることがあります。記憶がよみが	
　えった時には、精神的な苦痛や様々な身体症状が引き起こされ	
　ます。

　回避症状：トラウマ記憶を思い出すような人や場所、機会などを	
　避けることです。また、トラウマ記憶をなるべく考えないようにし	
　ます。この回避をすることで家族や友人から離れている、孤立し	
　ている感覚が生まれたり、かつて楽しめた活動に興味が持てなく	
　なったりします。

　認知の異常や否定的気分：トラウマ体験を思い出せなかったり、	
　必要以上に長く自分を責めたり、他人を責めたりします。これら	
　から、時に自分を傷つける行動を取るようなこともあります。

　覚醒や反応性の異常：些細なことでびくびくし、眠れなくなった	
　りします。いらいらして自暴自棄になったり、過剰に警戒したりも	
　します。また、血圧が上がったり、心拍数が高くなったり、筋肉の	
　緊張、胸のむかつき、下痢など身体の症状も出たりします。	

　６歳以下の子供の場合、遊びの最中にトラウマになった出来事
が無意識に再現されることがあります。また、PTSDと診断された
子供は、トイレトレーニング、運動能力、言語などの領域での発達に
遅れがあることがあります。	
　PTSDの症状は通常、心的外傷につながる出来事が起きてから

心的外傷後ストレス障害（PTSD）について

June 27 is Post-Traumatic Stress Disorder (PTSD) 

Awareness Day in the United States. We felt that it 

would be a good opportunity to start a discussion and 

learn about PTSD, so that we can support people who 

suffer from this mental illness.  

     Have you ever heard of PTSD? This acronym comes 
from Post-Traumatic Stress Disorder. PTSD is caused 

by mental trauma after an individual experiences or 

witnesses life-threatening or traumatic events. For 

example, an individual may experience trauma due 

to sexual or physical abuse, or unexpected death of 

family or loved one, due to an accident, war or disaster. 

One might have strong feelings of fear, helplessness 

or disgust. Moreover, if one is having difficulty in his or 
her daily routines and interpersonal relationships, he 

or she may be diagnosed with PTSD. If symptoms do 

not persist beyond one month, it is called Acute Stress 

Disorder. After one month, it is called PTSD. 

     Symptoms of PTSD are generally divided into four 

categories:

1. Reliving: Traumatic memory is recurrent, intense 

and persistent. These appear as flashbacks, halluci-
nation or bad dreams. When the memory is relived, 

it may cause mental pain (fear, anger, guilt, shame, 

horror) or various physical symptoms.   

2. Avoiding: There may be an avoidance of a person, 

place or other stimuli, which may cause the recol-

lection of the distressing memory associated with 

the traumatic event. This may cause the isolation 

from family members and friends, and there may be 

a loss of interest in activities one might have en-

joyed in the past. 

3. Negative cognitions and mood: There may be an 

inability to recall the traumatizing event and individ-

uals may have negative beliefs about themselves 

or of others. For example, one might blame oneself 

or other people longer than necessary, or one may 

have distorted thoughts about themselves or others. 

These negative thoughts may lead to self-destruc-

tive behaviors. 

4. Increased arousal: Individuals might be hypervig-

ilant, and they may experience sleep disturbance. 

Also, one might feel easily irritated, startled, or be 

Post-Traumatic Stress Disorder (PTSD)
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約１か月以内に出てきます。しかし中には、何年も経ってから症状
が出る場合もあります。PTSDの症状は完全に消えることはありま
せんが、治療法として薬物療法のほか、	カウンセリングでトラウマ
から沸き起こる感情にどのように向き合えばよいかを学ぶことで、
症状の軽減が期待されます。	
　リトル東京サービスセンターでは、PTSDを含め、様々な精神疾
患で苦しむ方々へカウンセリングを提供しています。ご質問・お問
い合わせはオモト・アユミまでご連絡ください。電話は、213-473-
3035です。

unable to concentrate. Individuals may complain 

of somatic symptoms such as high blood pressure, 

increased heart rate, muscle tension, nausea or 

diarrhea. 

     In cases of children under 6 years of age, we some-

times see that a child may reenact traumatic incidents 

in their play. Also a child who has been diagnosed with 

PTSD might show delay in the areas of toilet training, 

motor skills, and language development.

     Symptoms of PTSD usually appear approximate-

ly within one month following the traumatic incident. 

Nevertheless, for some people, these symptoms do not 

surface for many years. Symptoms of PTSD will not dis-

appear completely; however, by learning how to more 

effectively cope with the feelings caused by the trauma, 

along with possibly medication treatment, relief from the 

persistent and debilitating symptoms can be expected.

      Little Tokyo Service Center provides various kinds of 

counseling services for people who suffer from mental 

health issues, including PTSD. If you have any ques-

tions, please contact Ayumi Omoto at 213-473-3035.

References  参考資料：
https://www.webmd.com/mental-health/post-trau-
matic-stress-disorder#1

www.jstss.org/wp/wp-content/uploads/.../JSTSS-
PTSD初期対応マニュアル第1版.pdf

https://www.mayoclinic.org/diseases-conditions/
post-traumatic-stress-disorder/symptoms-causes/
syc-20355967

LTSC received a generous grant from the 

Santa Monica Nikkei Hall Fund to support 

our services for Japanese American and 

other seniors throughout Los Angeles. 

     The Santa Monica Nikkei Hall was 

established as a community organization in 

the early 1950s by Isseis living in the Bay 

Cities region of Los Angeles County. With 

the passing of many of its members over the 

years, the Santa Monica Nikkei Hall Fund 

was established by the remaining three 

members after the sale of their land and 

building. The Fund is administered by the 

Asian Pacific Community Fund.  
     The majority of LTSC’s senior clients live 

alone without a caregiver or family support. 

With an array of services, counseling and 

recreational opportunities, LTSC supports 

seniors and their choice to age in place. We 

address their physical and mental health 

needs so that they may continue living in 

their homes for as long as possible.  

     LTSC would like to thank the Santa 

Monica Nikkei Hall Fund for supporting our 

services for seniors in Los Angeles.

Funder spotlight: Santa Monica Nikkei Hall Fund

LTSCにこのほど、サンタモニカ日系ホール基金より、ロサンゼルスの日系人や高齢者を対象とした支援とサービス提供のためにと、寛大な寄付が
寄せられました。	
　サンタモニカ日系ホールは1950年初頭、ロサンゼルス郡内の海岸都市
に住む日系一世らによって創立されたコミュニティー団体です。同団体は、
長きに渡り海岸都市に住む日系人のためにコミュニティー活動を続けてき
ましたが、会員の減少などによりやむなく活動を終了し、土地やビルを売却。
残った3人の会員がその資金で基金を設立しました。基金はAsian	Pacific	
Community	Fundにより管理されています。	
　LTSCの高齢者クライアントの多くは、ケアギバー（介護人）や家族の支援
なくひとりで暮らしています。LTSCでは、さまざまな福祉サービスをはじめ、
カウンセリングやレクリエーションの機会を提供することにより、高齢者の方
々が集まれる場を提供しています。高齢者ができるだけ長く、自宅で自立した
暮らしを続けられるよう、LTSCは身体そして精神的な健康の支援に取り組
んでいます。	
　ロサンゼルスの日系人と高齢者の支援とサービスのために資金提供して
下さったサンタモニカ日系ホール基金の皆様に、心より感謝申し上げます。	
ありがとうございました。

資金提供者スポットライト：サンタモニカ日系ホール基金
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Changing Tides X First Street North
FSNとのコラボイベント

The Changing Tides Crew 

(CT Crew) is a youth-driven 

initiative of the Little Tokyo Ser-

vice Center (LTSC) working to 

start conversations about mental 

health in the Japanese American 

and Asian American communi-

ties. Throughout the month of 

February 2019, Changing Tides 

organized a “Mental Health Pop-

Up Art Exhibit” in Little Tokyo’s 

341 First Street North (341 FSN) 

community space. They reached 

out to Japanese American art-

ists, spanning from first gener-
ation (issei) to fifth generation 
(gosei), from various corners of 

the world. The 23 artists featured 

in the exhibit submitted pieces 

that were influenced by or related 
to mental health/mental illness.  

     On February 9, 2019, the CT Crew welcomed well 

over 250 guests for the opening night of the exhibition. 

To kick off the evening, Grateful Crane’s yonsei a cap-

pella group, “The Grateful 4,” performed an arrange-

ment of English and Japanese songs to a completely 

filled room.  
     Artists, friends, family members, and passersby 

continued to visit the space throughout the month of 

February. In total, an estimated 700 people visited the 

pop-up, and each visitor was encouraged to interact 

with the space in any way they felt comfortable. Perfor-

mances throughout the month included musician Miha-

ru Okamura, poet Sabrina Im, and singer Sophia Inaba, 

all of whom provided open and honest expressions of 

mental health through the art of performance. With a 

generous donation of Pocky snacks from Ezaki Glico 

USA Corporation, Changing Tides encouraged visitors 

to #ShareHappiness and share their experiences with 

friends and family through social media.  

     Many friends and community members who visited 

the pop-up shared their personal stories with the CT 

Crew, noticed continued discussions about mental 

health after leaving the space, and expressed that they, 

Changing	Tidesクルー（CT	Crew）は、リトル東京サービスセ
ンターの若者により始動し、日系およびアジア系アメリカ人の

コミュニティー内における精神衛生（メンタルヘルス）の認識を高
め、偏見をなくすための話し合いを続けています。2月には、リトル
東京のファースト・ストリート北341番地（341FSN）のコミュニテ
ィースペースで、「メンタルヘルス・ポップアップ・アート展覧会」を開
催しました。世界中の日系アーティストに声をかけ、展覧会には一
世から五世の23人のアーティストがメンタルヘルスに係わる作品
を出品しました。	
　2月9日に迎えたオープニングナイトには、250人のゲストを迎
え、四世のアカペラグループ、「グレートフル・クレーンズ」が、The	
Grateful	4の曲を英語と日本語のアレンジで演奏し門出を祝いま
した。	
　アーティスト、友人、家族、そして通りすがりの人ら多くが展示会
に訪れました。訪問者は計700人にも上り、安らぎを感じるスペー
スで多くが交流しました。音楽家のミハル・オカムラ氏、詩人のサブ
リナ・イム氏、そしてシンガーのソフィア・イナバ氏が参加し、演奏を
通してメンタルヘルス表現をしてくれました。また、江崎グリコUSA
社より寛大なポッキーの寄付をいただきました。	
　ポップアップを訪れた多くのコミュニティーのメンバーは、CT	
Crewと自身のストーリーを分かち合い、イベント後もメンタルヘ

Changing Tides Crew and LTSC Staff at closing night. Back left to right, Teryn Hara, 
Ty Tanioka, Moet Kurakata, Max Kaito, Margaret Shimada. Front left to right, Jessica 
Kanai, Katie Mitani, Courtlyn Shimada.　 Changing Tides CrewとLTSCスタッフ。（左
後ろから）テリン・ハラ、タイ・タニオカ、モエ・クラカタ、マックス・カイト、マーガレ
ット・シマダ。（前列左から）ジェシカ・カナイ、ケイティ・ミタニ、コートリン・シマダ
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too, hoped to promote the open dialogue with 

their family and friends. One of the highlights 

was Teryn Hara, a Crew Member and an 

Associate Clinical Social Worker, spending 

time with a local youth at the pop-up exhibit. 

The individual stopped inside seeking help 

after seeing the sign for the exhibit. Teryn 

had an extensive discussion with them about 

the intercultural difficulties of navigating men-

tal health within the family, especially with 

parents of different cultural backgrounds and 

beliefs. Teryn was able to provide them with 

resources to help them continue the conver-

sation with their family and friends. 

     The Changing Tides Crew would like to 

extend their gratitude to Mitsuko Brooks and 

LTSC’s +LAB for allowing them to use the 

341 space to their full creative capacity. They 

would also like to thank Clement Hanami and 

the Japanese American National Museum 

for sharing the space with the Crew for the 

month of February, as well as for assisting in 

the setup and maintenance of the space. Fi-

nally, they would like to send a special thanks 

to UCLA Nikkei Student Union, Cafe Dulce, 

Ezaki Glico USA Corporation, Kizuna, the 

artists and the performers for their support.  

     Information on the artists who participated 

in the pop-up exhibit can be found at https://

thechangingtides.org/bios. 

ルスについて継続して
話し合い、今後また、
家族や友人とオープン
な対話を促進してい
きたいと話していまし
た。ハイライトのひとつ
は、CT	CrewでAsso-
ciate	Clinical	Social	
Workerのテリン・ハラ
が、同展覧会で若者と
時間を過ごせたことで
した。テリンは、家庭内
でメンタルヘルスにつ
いてオープンに話し合
いをすることの難しさ、
特に異なった文化背
景や信念を持つ親との
会話などについて、広
範囲に渡って若者と話
し合いをしました。テリ
ンは、若者らが家族や
友人とオープンに話し合いが継続できるリソースを提供しました。	
　最後に、341スペースを提供してくれたミツコ・ブルックスさんとLTSC
の＋LAB、またセットアップとメンテナンスを支援してくれたクレメント・ハ
ナミと全米日系人博物館、UCLAの日系学生会館、Café	Dulce、江崎グ
リコUSA社、絆（KIZUNA）、アーティスト、そしてサポートの演奏者に心よ
り感謝申し上げます。展覧会に参加したアーティストの情報は、https://
thechangingtides.org/biosで検索できます。

Teryn Hara (Crew Member) discussing with 
LTSC Board Member Alan Nishio and Assem-

blymember Al Muratsuchi. (Photo by Hiroko 
Higuchi)　 LTSCのボードメンバー、アラン・ニシ
オ氏（右手前）と加州下院議員のアル・ムラツチ氏
と日系社会内でメンタルヘルスにまつわる恥につい
て語り合うテリン・ハラ（樋口博子撮影）

The CT Crew welcomed well over 250 guests for opening night. (Photo by Kizuna) 　オープニングナイトには250人が訪れま
した（KIZUNA撮影）
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ソース：https://
panlasangpinoy.

com/2009/06/27/
beef-nilaga/

オリジナルレシピ創始
者：ヴァンホ・メラノさん 
改作者：アイビー・デュレ

ー・ダウロさん

Source: https://
panlasangpinoy.
com/2009/06/27/

beef-nilaga/
Original Recipe Au-
thor: Vanjo Merano

Adopted by: Ivy 
Dulay Daulo

This recipe was 
developed by Chef 

Charles Daulo who is 
a Health Education 
Coordinator for API 

Forward Movement’s 
Healthy Eating Active 
Living (HEAL) team 
as well as a Sales 

Representative for the 
Food Roots program.

このレシピは、API 
Forward Movement 

Healthy Eating Active 
Living (HEAL)チームの
ヘルス教育コーディネ
ーター、および、Food 
Rootsプログラムのセー
ルス代表であるチャー
ルズ・ダウロさんによ
り作成されました。

HANDA Beef Nilaga Recipe

ハンダ ビーフ・ニラガ　レシピ
材料：　
2ポンド　ビーフ・ブリスケット。正方形に切る
2個　大きめのじゃがいも。正方形に切る
4株　ボクチョイ。切っておく
1個　大きな玉ねぎ。切っておく	
4個　中くらいの人参。２インチで斜め切り	
4本　コーン。それぞれ４つに切る	
大さじ1　生姜。細かく切る	
大さじ1　ペッパーコーン	
大さじ2　フィッシュソース（patisー減塩してい
る人は、薄めて使う）

   Instructions (6 servings) 

1. Sauté the onion in a large pot until texture becomes soft.

2. Add the beef and cook for about 5 minutes, or until all sides are lightly browned. 

3. Add fish sauce and whole pepper corn. Mix well.
4. Fill your pot just over half way 

with water, and bring water to a 

boil. After water has come to a 

boil, reduce heat, and simmer 

for 1 to 2 hours (or 30 minutes 

if using pressure cooker), until 

beef is tender.

5. Once beef is tender, add po-

tatoes, carrot, and corn. Simmer 

for an additional 5 to 7 minutes, 

or until tender. 

6. Lastly, add the bok choy. 

Cover the pot and turn off the 

heat. Let it stay for 5 minutes 

before serving.

Ingredients:

2 lbs beef brisket, cubed  

2 big potatoes, cubed 

4 bunches of bok choy, chopped 

1 large onion, chopped  

4 medium sized carrots, chopped cross-

wise (W/ length of about 2 inches)

4 ears of corn, each cut into 4 pieces 

1 tablespoon ginger root, minced 

1 tablespoon whole pepper corn 

2 tablespoon fish sauce (patis - reduce for 
lower sodium intake)

作り方（6人分） 

1. タマネギを大きな鍋で柔らかくなるまで炒める。
2. ビーフを加え5分ほど、または両側が軽くブラウンになるまで焼く。
3. フィッシュソースとホールペッパーコーンを加え、よく混ぜる。
4. 水を鍋の半分より多いぐらいに入れて沸騰させる。沸騰したら温度を下げてビーフが柔らかくなるまで1
時間か2時間ぐらい弱火でコトコトと煮る（圧力鍋があれば30分ほど）。
5. ビーフが柔らかくなったら、ポテト、人参、コーンを加える。5－7分ほど煮る、または柔らかくなるまで煮
る。	
6. 最後にボクチョイを加える。鍋に蓋をして火を消す。5分待ってから盛り付けをする。

Itadakimasu
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昭和天皇は「雑草という名の草はない」と言われたそうです。
確かに雑草と言われるものでも、それぞれは立派な植物体

をなしております。	個々に観察すれば綺麗なものも沢山あります。
しかし、人間のお気に召さなければ「雑草」と呼び捨てられ、踏み潰
され、駆除される存在です。我々庭園業者にとっての雑草とは、「美
感を損ねるもの」を指します。美観とは主に同一性のものを指し、葉
色、形、季節の生長が違うもののことを意味します。	
　雑草の特徴をみますと、何をしなくても良く生えるその繁殖力で
す。久しぶりの大雨で枯れ果てていた野山は瞬く間に緑になります
し、また山火事の後でも雨さえ十分に降ればすぐ青くなります。少
し土の表面下、あるいは他のものの下にあれば少しぐらいの熱で
は影響を受けないということでしょう。
　然し時々手に負えないと思われる雑草でも目線を変えれば環境
にいいことも沢山あります。地面が雑草なり、植物で覆われている
と雨水などが、地中に吸収されやすくなり、山火事などの後で土砂
類が流れて被害が起こるのを軽減してくれます。それを防ぐために
山火事の後の斜面に飛行機かヘリコプターで草の種を播くのをよ
く目にします。
　また一般的に雑草の根は深いので、何かの理由で死んだ時、又
は刈られた時その根が腐り、その小さな根の跡が空洞になりそこ
から水が入り込み、潅水の効果が上がります。これは今ごろ流行り
の有機物栽培で、果樹園などで下草の生えた状態で行われている
ようです。それを刈り倒すと残った根が腐り始め、肥料効果、マルチ
の役目も果たします。即ち、昔みたいにきれいに雑草を取り除かな
くてもよいということになります。誤解を招かないように書きます
が、下草に使われる種類ははびこらずに取り扱いが簡単にできるよ
うな種類に限られます。この状況を死んだ木の根に移しますと同じ
ようなことが起こります。	
　雑草の駆除はとても大変です。究極的には我々の健康増進の運
動を与えてくれるので、感謝するべきでしょうか。

雑草とは何か？

Gardening tips courtesy of:  

Southern California Gardeners’ Federation 
記事提供: 南カリフォルニア庭園業連盟 

333 S. San Pedro St. 

Los Angeles, CA 90013 

213-628-1595      info@scgf.org

What are Weeds?
Gardening

The former Japanese Emperor Hirohito, who loved 

plants, once said, “There are no plants called 

‘weeds.’” Weeds are physically and physiologically 

complete entities, some of which are beautiful plants. 

However, their fate is to be referred to as a ‘weed’ if we 

don’t like them and they are stepped on and eradicat-

ed, suggesting pure human arrogance over another 

living species. For gardeners, the weeds are plants that 

destroy the beauty of the garden. We have this notion 

that the beauty lies in a controlled and orderly fashion. 

The reasons we hate the weeds in the lawn is that they 

have different colors, growth habits and spread quickly.

     The distinguishing trait of weeds is proliferation. It is 

also amazing to see the survivability of the seeds after 

the drought we had in California and the wild fires burn 
areas. The hills and mountains became solid green 

almost overnight after heavy rain. On the other hand, 

it is difficult to imagine those tiny seeds surviving the 
intense heat of the wild fires and still come back as if 
nothing happened. 

     As unpleasant as they are, there are some merits we 

can learn from weeds. Vegetation on the slopes of hills 

and mountains can absorb heavy rains preventing soil 

erosion and floods or mudslides. This reason prompts 
the fire department to sow the fire-damaged slopes with 
grass seeds before the arrival of rainy season.

     Another benefit of vegetation is when it dies, the 
decaying roots become small conduits for the water 

to penetrate into the ground. This also increases the 

efficiency of applied fertilizers because it must be dis-

solved in water and carried to the root area first to be 
absorbed by the plants. Some fruit growers these days 

sow some selective leafy plants and cut them down, 

leaving the roots of the crop 

in the ground. This creates 

milliards of tiny water con-

duits and mulch for the fruit 

tree ground, too. 

     Controlling weeds is a 

challenging question, but 

there is one positive in the 

battle against weeds: we get 

to exercise and maintain our 

physical fitness by picking 
them!



Little Tokyo Office
231 E. 3rd St., Suite G-106

Los Angeles, CA 90013

213-473-3035 / www.ltsc.org

South Bay Office
1964 W. 162nd St., 2nd Floor

Gardena, CA 90247

310-819-8659 

Upcoming Events / イベント・スケジュール　　　　　　　　　　     For details, 詳細は213-473-3035

vEverything You Wanted to Know About Estate 
Planning But Were Too Afraid to Ask 
Friday, May 24 from 10:00 a.m. - 12:00 p.m. 
Location: Gardena Valley JCI   
(1964 W. 162nd St., Gardena) 
Fee: Free (Donations appreciated) 
     Probate can take a long time, be very expensive and 
can trigger a Medi-Cal reimbursement or creditor claim. 
Jason Murai, Esq., CFP, will help explain what probate 
is and ways to avoid it by using some practical estate 
planning methods so you can 1) choose who inherits 
your property; 2) make things easier for your loved 
ones, 3) maximize inheritances and 4) avoid expensive 
fees. Lunch included. Call 213-473-3035 to RSVP. 

vLTSC’s 13th Annual Sake & Food Tasting 
Friday, July 19 from 7:00 p.m. - 10:00 p.m. 
Location: Japanese American Cultural & Community 
Center  (244 S. San Pedro St. Los Angeles) 
Tickets: $125 
     With sake generously provided by Mutual Trading 
Co., Inc. and delicious small plates from a variety of Los 
Angeles restaurants, Sake at First Street North Little To-
kyo is a summer event not to be missed. For more info, 
please visit sakeontherocks.com.

vエステートプランニング（遺産／相続計画）のすべて 
5月24日（金）午前10時から午後12時	
場所：ガーデナバレーJCI（1964 W. 162nd St., Gardena）	
費用：無料（寄付を受け付けています）	
　検認裁判（プロベート）のプロセスは長く、費用もかかり、低所得
者医療保険（Medi-Cal）受給者の不動産リカバリを引き起こす可
能性があります。ファイナンシャルアドバイザーで弁護士のジェイソ
ン・ムライ氏、プロベートを回避でき、１）自身の資産を望む人に相
続してもらい、２）愛する人の手続きを簡潔化し、３）相続を最大限
にし、４）膨大な費用を避けることのできる方法を分かりやすく説明
します。お弁当支給。予約は、213-473-3035まで。

v第13回LTSCの酒イベント 
7月19日（金）午後7時から午後10時	
場所：日米文化会館（244 S. San Pedro St. Los Angeles）	
チケット：125ドル	
　共同貿易からお酒、ロサンゼルスの地元レストランからおいしい
試食サンプルが提供される、LTSCの恒例イベント「Sake	at	First	
Street	North	Little	Tokyo」。イベントの詳細およびチケットの購
入はウェブサイトでお願いします。アドレスは、sakeontherocks.
comです。


